
〇介護福祉学科のカリキュラムは5つの分野から成り立ちそれぞれ教育目標を定めている。

5つの分野が独しているのではなく、介護の分野が軸となり、他の4つの分野が補っている。

教育目標

・介護福祉サービスの現場に

おいて一人一人を尊重し「その

人らしい生活」を支援できる

知識と技術（医療的ケアも含む）

を修得する。

（目標とする介護福祉士の姿）

＜介護＞

・ソーシャルインクルージョンの

概念を基に、多様な人々と支え

合い、協力して社会に貢献できる

ための基礎的な能力を育成する。

＜特別講座・インクルージョン＞
・Evidence-Based Care

（根拠に基づいたケア）に必要と

なる、こころとからだのしくみ

（人体の構造や機能、様々な疾病

について）についての知識を修得

する。

＜こころとからだのしくみ＞

・地域や社会のニーズに対応し、

個人の尊厳と自立を支えるケアを

実践できる能力を育成する。

＜人間と社会＞

・介護ニーズの高度化・多様化に

対応するために、医療的ケアを学び、

医療職との連携のもとで安全で適切

に実施できるよう、基本的な知識・

技術を修得する。

＜医療的ケア＞



≪アドミッションポリシー≫

〇介護に関心を持ち、思いやりの心を持って相手を尊重することができる人

〇社会における介護の必要性を理解し、社会貢献・奉仕の心を持てる人

〇目標達成に向けて、日々の努力を惜しまず成長しようとする人

≪カリキュラムポリシー≫

ディプロマポリシー （学生の目標とする介護福祉士の姿）達成に向けて

（１）「介護」のねらいは、カリキュラムの4つの分野「人間と社会」「こころとからだのしくみ」

「医療的ケア」「特別講座・インクルージョン」と連携し知識や技術を修得することで

達成できる。各分野の教員が連携して指導に当たる。

（２）実習経験を積み重ねることで実践力を身に付けていけるように段階を追って目標を定め

指導する。

≪ディプロマポリシー≫

〇高齢者、障害者など介護福祉サービスの現場において、一人一人を尊重し「その人らしい生活」

を支援できる知識と技術を身に付けている。

〇介護ニーズの高度化と多様化に対応するために、医療的な知識及び技術を身に付けている。

〇コミュニケーション力を持ち協働する力を身に付けている。

教育方針


